
南山形地区自主防災会連絡協議会 第 1回 総会 議事録 

 

日 時 平成 29年 5月 30日（火）19時 ～ 20時 

場 所 南山形コミュニティセンター 多目的ホール  

 

 

 

出席者 

 顧 問 

 会 長 

 副会長 

 副会長( 会計 ) 

  理 事 

 運営委員 

地区振興協議会会長       斎 藤  章 

南松原自主防災会        遠 藤 邦 也 

地区振興協議会防犯防災部会長  石 黒  滋 

片谷地自治会防災会長      細 野  博 信 

横沢正巳 他   名 

菊地栄  他   名 

 

                             (  進 行 横 沢  正 巳 ) 

 

１． 開 会                                              石黒滋副会長 

 

２． 会長の挨拶                         遠藤邦也会長 

  本日は、農繁期に入り、それぞれお忙しいなか、南山形地区自主防災会連絡協議会の 

第 1回総会に、出席いただきありがとうございます。3月に設立総会を経て、本日第 1

回の総会を迎えております。 

 会長として、この連絡協議会では、３つの目標を持って、進めたいと考えております。

一つが、各自主防災会の連携と交流による地区の防災力の向上、二つ目が、防災活動の

行動をより活発に行うこと、三つ目が、その行動を振り向いて現在の状況を考えるよう

にしたい。 

 話は少しズレますが、本日、また、北朝鮮から弾道ミサイルが発射されました。この

ような時には、「J.アラート」という全国瞬時警報システムにより衛星で感知し、指令

されるようになっております。このシステムは、国民保護法施行に合わせて措置された

もので、そして、国民保護連絡協議会という組織で対処するわけですが、私もその一員

となっておりますが、現在のところ、何ら連絡もない状態です。防犯防災と同様に、こ

れからの整備が急がれるところです。話がズレましたが、本日の総会の審議よろしくお

願いいたします。 

  

３．来賓の挨拶                          斎藤 章 顧問 

   昨年、市内 30地区の自主防災会連絡協議会を纏める設立の動きがありまして、これ

までも会長をやっていたここにいる遠藤邦也会長が、山形市全体の自主防災連絡協議

会の会長に選ばれております。南山形地区振興協議会としても、この南山形地区自主防

災会連絡協議会をバックアップしていきたいと考えておりますので、よろしくお願い

します。本日はまことにおめでとうございます。 



 

４ 議長選出 

   司会進行の横沢理事より議長に石井慶市理事を選出、石井議長より議事録署名人に 

  県分住宅の庄司教明、上谷柏の武田啓、書記に南山形コミュニテイセンターの荒井進を

指名する。 

 

５ 議 事 

   石井議長から議事進行にあたり、第 1 号議案と第 2 号議案を一括協議し、第 3 号議

案と第 4号議案をそれぞれ協議することを説明する。 

 

(１)   第 1号議案、第 2号議案の提案説明 

  「 第 1号議案   平成 29年度事業計画 ( 案 ) について 」 

   遠藤邦也会長より、今年の事業として、防災訓練と研修会を主とし、3頁の計画案を

説明。 

  「 第 2号議案   平成 29年度収支予算 ( 案 )  について 

   細野博信副会長より、2頁 予算 ( 案 ) を説明。 

 

(２)  質疑応答 

( 質問 )  奈良原理事 (蔵王第二団地) 

                年間事業計画なかで、理事会と運営委員会、総会が開催される。出席

案内対象者はどのようになるのか。 

          3月 9日の総会や 5月 11日の理事会に出席案内をいただかなかった

ことからこの質問をさせていただきました。 

   （ 回答 ）遠藤会長、横沢理事 

           理事会は、理事が対象、総会と運営委員会は、理事と運営委員が対

象となる。 

          3月の総会と 5月１１日の理事会の案内については、蔵王第二団地に

関しては、1年毎の役員改選になると伺っており、出席依頼を出しそび

れてしまった。大変失礼いたしました。 

 

  ( 質問 ) 遠藤監事 ( 蔵王駅前 ) 

        事業計画(案)に記載された「避難所運営クロスロード訓練」とは、どうい

うものなのか、教えていただきたい。それから、12 月 1 日には、研修会が

予定されているが、対象者は誰になるのかも、教えていただきたい。 

  ( 回答 )  遠藤会長  

        クロスロード訓練とは、一例をあげれば、避難所を開設し、犬を連れて避

難所に来た場合には、どのように対処するかなど、いわばゲームを通じて学

習、訓練をする、いわばイエス、ノー、という回答をしていく訓練である。 



        12 月 1 日の研修は、ここにお集まりの理事と運営委員を対象と考えてい

る。それぞれの自主防災会において、安否確認、避難困難者への対応をどう

するかなどを学ぶとともに、10 月実施予定の防災訓練の反省点などを名無

し合うように考えている。 

 

  ( 質問 ) 遠藤監事 ( 蔵王駅前 ) 

                蔵王駅前の自主防災会の運営では、特に 5頁規約第 3条 事業の(1)にあ 

       る「防災に関する知識の普及・啓発に関すること」が難しいと思っている。 

        緊急避難とともに、自らが災害に対して準備を整えているかがきわめて

重要と考えているが、29年度の事業計画では、その(1)に関する事業の予定

はないのか。 

 

  ( 回答 )  遠藤会長  

        自主防災会設立のねらいは、安全安心な生活や財産を守ることである。そ

のためには、防火、防災、福祉の分野も含めて、自助共助公助の精神を高め

ていかなければならないと。それは、自治会、自主防災会、福祉サイドでも

高めていかなければと思っております。 

           ( 注釈 ) 

            自助 ＝ 自分で自分を助けること 

共助 ＝ 家族、企業や地域コミュニティで共に助けあうこと 

公助 ＝ 行政による救助・支援, 

 

       遠藤監事 ( 蔵王駅前 ) 

        蔵王駅前は 500世帯あり、そのなかで防災の心構えを持ち、学習をして 

       自助共助で、知識を高めていくことができるか。防災訓練をすれば一時的に

その場所、その瞬間では出来るかもしれない。それと自主防災会があれば助

けて貰えると錯覚する人もいるので発言させていただきました。了解いた

しました。 

 

他に質問がなく、石井議長より、第 1 号議案と第 2 号議案を一括して賛否を問

い、賛成多数で、原案どおり決定される。 

 

(３)  第 3号議案の提案説明                     遠藤会長 

 「 第 3号議案 規約の一部改正( 案) について 」 

 

   質問がなく、石井議長が賛否を問い、賛成多数で、原案通り決定される。 

 

 



(４) その他  

    ➀  南山形地区市避難所運営委員会の役員変更について   

山形市南山形コミセン防災支部運営委員会 金沢勇支部長 

      金沢支部長より、この度の自主防災連絡協議会設立に伴い、南山形地区の防災 

     をつかさどる行政と住民の組織として、南山形自主防災連絡協議会の遠藤会長

と地区振興協議会の防犯防災部会長の石黒滋さんに入って貰うようにしたい。 

 

      石井議長が賛否を問い、賛成多数で、金沢支部長の原案通り決定される。 

 

    ②  名簿の確認について 

      横沢司会進行より、4頁に記載の役員名簿に誤字、脱字、間違いがないかの確

認を取り、特にないため、了解される。 

 

 

      石井議長より、その他として、執行部と参加者に提案等ないかを諮ったところ、

とちらもないことから、本日予定の議案すべてを終了し、降壇する。 

       

６ 諸連絡 

(１)  山形市より「土のうの配付申し込み」を 6月末まで、遠藤会長へ 

  ( 砂と袋を別々の申し込みでも可能 )  

   （２）理事におかれては、終了後、打ち合わせ予定の連絡あり。 

 

５．閉   会                          石黒滋 副会長 

 

（20時終了） 

 

 

［議事録署名人］ 

上記が議事の概要に相違ないことを確認する。 

 

 

氏名             ○印        氏名            ○印  


